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研究実績 

の概要 

本研究は，ライフログデータを活用し，フレイルの早期検知を包括的に支援することを目

的として実施した。本研究では，地域住民を対象としたフレイル測定会とスマートフォンア

プリを連携させることで，日常生活下のライフログデータ収集体制を構築した。 

 対象は，2020 年 1 月から 2025 年 6 月までに佐渡トキめき会へ参加した 40 歳以上の地域

住民 474名であり，年齢中央値は男性 71.0歳，女性 67.0歳であった。対象者のフレイル有

病率は 1.6％であった。フレイル測定会では，握力，筋量，認知機能，歩行速度などを測定

し，同時に専用のスマートフォンアプリをインストールして日常生活下の歩行速度データを

継続的に取得した。 

 その結果，スマートフォンから十分な歩行速度データを取得可能であったのは 42 名（全

体の 8.9％）であり，平均年齢 70±7 歳，女性 62％であった。測定会での快適歩行速度は

1.5±0.2m/s，最大歩行速度は 2.1±0.4m/s，6 分間歩行距離は 582±97m であった。スマー

トフォンデータには明らかな異常値が含まれていたため，測定会での最大歩行速度を上限値

とし，下限値を 0.2〜1.4m/sの範囲で設定してノイズ除去を行った。その結果，スマートフ

ォン歩行速度データは実測した最大歩行速度（R²=0.55），6分間歩行距離（R²=0.63）と有意

な相関を示した。 

 本研究により，日常生活下で自動収集されるライフログデータを用いて，高齢者の歩行機

能を一定程度反映可能であることが示唆された。一方で，スマートフォンデータを取得でき

た対象者は全体の 10％未満であり，高齢者におけるデジタルデバイス利用や継続的データ

取得に関する実装上の課題も明らかとなった。 

 本研究は，フレイル測定，スマートフォンによるライフログ取得を統合した点に独自性が

あり，今後は個別化フィードバックやテーラーメード型フレイル予防へ発展させる予定であ

る。これらの成果は，新潟市における健康寿命延伸や介護予防施策への活用に加え，医療・

介護資源が限られる地域における持続可能な医療介護体制構築への応用が期待される。 

 

 


